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|月 20日(日)，第 5回スポーツ少年団連合会駅伝大

会(勝中グラウンドスタート)が行われました o

寒風が吹く中での大会でしたが全員が完走。素晴

しいレースが展開されました O

まだまだ寒い日が続きます。みなさん，健康には

十分注意して下さい O

'91第248号 

2月号

町民のうごき


世帯数  1，986 人口 男 3，707 女 3，951 計 7，658(平成 2年12月31日現在)
 

出生男  3女 2計 5 死t 男 5女 3計 8 転入男  3女 4計 7 転 出 男  7女 5計12(平成 2年 12月中)


広報かつうら?月号=248・平成 3年 2月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2 -251 H代)
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MUS04
テキストボックス
寒さなんかに負けないで

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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第� 248号 カ込 コ つ� ら 平成� 3年� 2月� 1日 (2)
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シを
 しミれき
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家庭ママ手3生活雑排水対策
 
，
 

7070 
側� 

-・・活動前�  
Co 

69 
nM
a
E

¥
U
V
川
�
 
ノ
家
庭
で
実
行
可
能
な
生
活
雑
排
水
対
策

f
f
J
¥は
何
か
。
(
複
数
回
答
)。ず流

し
に
細
か
い
自
の
網
や
ろ
紙
を
つ
け

J

生
名
地
区
安
苅
象
に
、
生
活
雑
排

「
睡
浦
川
を
ま
ち
の
宝
に
」
と

活
動
前
後
を
通
じ
て
「
廃
食
用
油

を
流
し
に
捨
て
な
い
」
「
流
し
に
細

か
い
目
の
網
や
ろ
紙
を
つ
け
る
」

「
食
器
は
拭
き
取
り
を
し
て
か
ら

洗
う
」
「
洗
濯
用
洗
剤
は
計
量
カ
ッ

排
水
対
策
の
方
法
と
し
て
実
践

水
の
処
理
対
策
空
自
動
弁
蓬
め
て

い
ま
す
。

活
動
前
(
十
一
月
)
と
、
エ
錫

後
に
そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
ケ
ー
ト
謂
査

p
h
vco E二コ活動後� p

h
u-

an
- 61.4ωo60 

53.1 
50 

40.03940 JT.9 

30 

20 

10 

~ 
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑭

生
活
雑
排
水
の
河
川
へ
の
影
響
の
程
度
は

そ
の
結
果
、
今
後
塞
膳
内
の
排

水
対
策
に
対
し
、
川
の
浄
化
を
図

ろ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
�
 

W
U

プ
で
計
っ
て
使
う
」
が
上
位
を
占

め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
水
質
汚

濁
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
り
ま
し

た
。

そ
の
他

仕
寵
雑
排
水
の
処
理
精
一
を
つ
け
る

無
駄
な
水
を
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
�
 

件
組
用
洗
剤
は
計

使
う

カ
�
 プ
で
計
っ
て

y

禽
市
は
拭
き
取
り
を
し
て
か
ら
洗
う

廃
食
用
油
を
流
し
に
捨
て
な
い

¥
ザ
ム
ノ
生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
上
で
、
今
後

重
要
な
二
と
は
何
か
。
(
複
数
回
答
)
 

W
¥

米
の
と
ぎ
汁
を
雇
や
畑
に
ま
く

側� 71 
70 7F 


60 

50 

40 

/
匂
ド
，

の
整
備
」
「
生
活
雑
排
水
の
共
同
処

だ
け
少
な
く
す
る
」
「
公
共
下
水
道

る
」
を
合
わ
せ
る
と
七
二

・
三
�
 
%

活
動
前
で
は
「
大
き
く
影
響
し

あ
っ
た
の
が
活
動
後
八

0
・
�
 

て
い
る
」
「
あ
る
程
度
影
響
し
て
い

と
七

・
七
%
音
識
が
高
く
な
っ
た
。

O

%

「
家
庭
か
ら
の
排
出
を
で
き
る

60 55. 
0
0山・


u

4
q50 

日
・
3
 

4
4

・
C
U

40 
32 

大
き
く
影
響
し
て
い
る

あ
る
程
修
膨
副
首
し
て
い
る

あ
ま
り
影
響
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い
�
 

30 

20 

30 

20 

10 

理
施
設
の
設
置
」
が
上
位
を
占
め

て
い
る
。

家
庭
か
ら
の
排
出
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る

律
語
雑
排
水
専
用
の
処
麗
稽
の
設
置

合
俳
込
ル
槽
の
設
鐙

母
語
雑
排
水
の
共
同
処
理
施
設
の
設
置

公
共
下
水
道
の
移
猪

わ
か
ら
な
い

MUS04
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勝


ザコ(3) 来成� 3年� 2月1日� カミ つ ら 第248号

占
悶


~~恕た也主役。


水
質
汚
濁
は
、
主
連
並
排
水

Z
蓄
豆 。
4
，

ム
保
処
理
浄
作
出

が
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
で
川
の
水
質
の
聖
書
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す

る
こ
と
州
筆
。
習
京
的
で
す
が
、

台
所
な
ど
で
ち
ょ
っ
と
し
た
心

遣
い
で
、
川
に
与
え
る
汚
れ
を

ず
い
ぶ
ん
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

あ
な
た
も
き
れ
い
な
川
を
守

る
た
め
の
主
役
の
一
人
で
す
。

食
生
名
地
区
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

宮

本

春

見

さ

ん

商
売
を
し
て
い
る
た
め
、
今
ま

で
も
溝
そ
う
じ
な
ど
に
は
気
を
つ

け
て
い
ま
し
た
。

今
回
ろ
紙
を
使
っ
て
み
て
、
残

飯
な
ど
汚
い
も
の
が
流
れ
ず
、
溝

の
中
に
。
ぬ
め
り 
h
H

が
す
ぐ
に
出

て
い
た
の
が
な
く
な
り
、
た
い
へ

ん
き
れ
い
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

ろ
紙
も
網
目
に
な
っ
て
い
る
も

の
は
、
す
ぐ
に
水
を
引
き
大
変
便

利
で
す
。
ム
寸
後
普
及
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮

本

史

江

さ

ん

今
ま
で
は
流
し
台
の
網
で
受
け
、

な
る
べ
く
残
飯
な
ど
を
流
さ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

ろ
紙
会
使
っ
た
期
間
が
短
か
っ
た

の
で
、
(
約
一
か
月 
)効
果
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
生
活
雑
排
水
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
関
心
を
持
っ
て
、
川

に
物
を
流
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ろ

紙
の
並
尋
問 

に
つ
い
て 

僚
も
っ

と
進
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

A

h
A
Z

役会突発釘;

-ラーメンの汁(30仇c)に対し� 

知っていますか?

流しに捨てたものが、魚が住め

るような水� (BOD5Ppm)にまで

薄めるためには、これだけの水が

必要です。

風呂桶� 4.7 

e突忽彰
・みそ汁(20Occ)に対し

風呂桶� 5.3 

⑨⑧⑨⑧⑥⑨⑨⑧⑥⑧⑨ 

-野菜くずや食べカ

-流しには，ろ紙袋
スはゴミにして出

をかぶせた三角コ

ーナーなどをつけ
すか，埋めて土に

戻しましょう 。
調理くずや食べ残

肥車十としても� 
しを流さないよう

w 有効です。
にしましょう 。

点ろう//

令.1'

-イ吏いふるしのテ -米のとぎ汁も植 、Jム -洗剤，石けんなど
ンプラ油は，下 木や畑の散水に dシ

リンを含まないも
水に流さず，古 利用しましょう 。 のを使用し，きめ
新聞紙などに吸

られた量をはかつ
い込ませてゴミ

て使いましょう 。
として出すよう

にしましょう 。
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第� 248号

平
成
三
年
勝
浦
町
消
防

団
出
初
式
が
一
月
十
五
日

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
一
氷
年
消
防
活

動
に
携
わ
れ
だ
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。(

叡
称
略
)

お
め

ごで
ざと� 

j い『う
ま
;す

O O
-
徳
島
県
知
事
表
彰

中
村
喜
代
治
(
第
九
分
団
)

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰


功
績
章


末
贋
孝
好
(
第

一
分
団 
)


山
本
晴
義
(第
二
分
団
)


谷
脇
恒
雄
(第
八
分
団
)
 

精
績
章


宮
本
義
博
(
第
九
分
団
)


美
馬
晴
幸
(
第

二
分
団
)


上

回

善

二

第

四

分

団
)


三
崎

厚

克

(第
六
分
団
)


宮

本

博

(

第

九

分

団
)


・
勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

積

守 

(第

三
分
団
)

稼

勢

巧 

(第

一
分
団 
)

輿
川
勝
己
(第

二
分
団 
)

谷
口
豊
嗣
(第
四
分
団
)

岡

義

尚 

(第
五
分
団
)

下
川
茂
芳
(第
六
分
団
)

吉
田
和
弘
(
第
七
分
団
)

森
内
賢
(
第
八
分
団
)

北

野

功

二
(
第
九
分
団
)

山
口
和
紀
宣
(
本
部
機
動
隊 
)

・
睡
浦
町
消
防
団
長
表
彰

中
田
明
男
(第
五
分
団
)

大
谷
高
由
(第

一
分
団 
)

押
栗
岩
夫
(
第

二
分
団
)

山

口

正 

(第

三
分
団
)

栗

城

修

(

第

四

分

団
)

小
川
淳

一
郎
(
第
六
分
団 
)

早
川
公
雄
(第
七
分
団
)

岡
本
俊
雄
(第
八
分
団
)

福
田
明
弘
(第
九
分
団
)

松
下
義
和
(本
部
機
動
隊
) 

穏

蓋

裕

(

第

三
分
団
)

稼
勢
淳
男
(第

三
分
団
)

栗

城

修

(

第

四

分

団
)

近
藤
勝
己
(
第
五
分
団
)

神

子

稔 

(第
五
分
団
)

下
川
茂
芳
(
第
六
分
団
)

小
川
淳

一
郎
(第
六
分
団
)

吉
田
和
弘
(第
七
分
団
)

丸
山
敬
章
(
第
七
分
団
)

清
水
好
徳
(
第
七
分
団
)

中
川
威
史
小第
七
分
団
)

野
口
理
美
(
第
八
分
団
)

中
川
昌
和
(第
八
分
団
)

小
松
伸
次
(
第
八
分
団
)

大
島
信
明
(
本
部
機
動
隊
)

¥選i

=軍酔

' 尚ぐ
る

=込

ー.

う
・怒 怠 �  

家、� 

‘定

fレ

岩
城
文
夫
(
第
一
分
団
)

宮
本
孝
史
(
第
二
分
団
)

藤
本
浩
史
(
第
三
分
団
)

西
山
善
裕
(
第

三
分
団
)

谷
尻
孝
夫
(第
四
分
団
)

増
田
耕
造
(
第
五
分
団
)

高
田
卓
司
(
第
五
分
団
)

増
田
孝
作
(
第
六
分
団
)

南

力

(

第

六

分

団 

)

宮
本
幸
治
(
第
七
分
団
)

樋
本
芳
雄
(
第
七
分
団
)

野
崎
裕
之
(
第
七
分
団
)

構

内

靖

(

第

七

分

団
)

瀧
口
義
文
(
第
八
分
団
)

岡

佳

二
第
八
分
団
)

沖

成

宏

(

第

八

分

団
)

古
田
富
士
夫
(
第
八
分
団
)

久
木
喜
仁
(
本
部
機
動
隊
) 

※
十
二
月
一
一
干
一
日
付
け
で
次
の

方
々
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

-
睦
浦
町
長
感
謝
状

山

下

豊

富

司

(

本

部
)

・
睦
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

森

内

賢

(

第

八

分

団
)

稼

勢

巧 

(第

一
分
団
)

宮
本
武
志
(第

一
分
団 
)

弦
本
誠
治
(第

一
分
団
)

押
栗
義
衛
(第

二
分
団 
)

よ
る
し
く

お
願
い
一長
窓
す

※
一
月
一
日
付
け
で
次
の
方
々
が

入
団
さ
れ
ま
し
た
。

量産
純

一(
第
一
分
団
)

旭
(第

一
分
団 
)

MUS04
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MUS04
テキストボックス
消防団出初式



(5) 平成� 3年� 2月1日� カ込 ずつ つ ら 第248号

‘
郷
土
資
料
図
書

コ
ー
ナ
ー
で
き
る
グ

、 ，

企幼児コーナーがすっぽりとお話の世界に

四
、
適
当
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
つ

け
る
。

五
、
一
話
は
五
1
十
分
と
す
る
。

六
、
季
節
、
行
事
に
合
っ
た
題
材

接
選
ぶ
。

七
、
こ
わ
い
話
は
失
敗
が
な
い
。

八
、
書
き
こ
と
ば
は
話
し
こ
と
ば

に
な
お
す
。

九
、
わ
か
り
に
く
い
方
言
は
、
地

方
の
こ
と
ば
に
な
お
す
。

十
、
お
話
の
入
っ
て
い
る
本
を
紹

介
す
る
。

塁
斗
図
書
館
へ
の
本
の

返
却
取
り
次
ぎ
で
き
ま
す

県
立
図
書
館
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

処
理
を
し
て
直
接
借
り
た
本
の
返

却
の
取
り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。
毎

月
二
回
、
県
立
図
書
館
よ
り
協
力

車
の
巡
回
が
あ
る
の
で
、
そ
の
協

力
車
に
返
却
を
依
頼
す
る
も
の
で

す
。
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
合
う

も
の
に
限
り
ま
す
。

て
返
却
目
、
が
協
力
車
巡
回
日
よ

ど
う
ぞ

ご
利
用
下
さ
い

ー
図
書
返
却
ポ
ス
ト
|

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
が
あ

占 

県
公
立
図
書
館
実
務
者
検
討
会

H

り
ま
し
た
「
図
書
返
却
ポ
ス
ト
」

二
月

一
日
(
金 
)


を
、
図
書
館
玄
関
に
設
置
い
た
し

午
後
一
時
三
十
分


ま
し
た
。
図
書
館
閉
館
時
お
よ
び


休
館
日
に
ご
利
用
下
さ
い
。
閉
館

食
日
曜
こ
ど
も
映
画
会
と


時
の
返
却
ポ
ス
卜
へ
の
返
却
は
受


け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
ビ

O
毎
日
曜
日
午
後
二
時 

一一一時
 

デ
オ
テ
ー
プ
の
返
却
は
、
受
付
へ

お
願
い
し
ま
す
。

j
J

り
以
前
の
本

二
、
夜
明
却
日
が
わ
か
っ
て
い
る
本

一
月
の
図
書
館

行
事
と
休
館
日

O

三
時

お
話
し
券
聞
く
会 

3
日
、
叩
目
、
口
目
、 

日
M

上
映
と
お
話
の
内
容
は
お
た

の
し
み

食
休
館
目

。
毎
月
曜
日
、
月
末
日

4
日
、
日
目
、
四
日
、
お
日
、

お
日

高
笠
図
書
窃
力
車
巡
回
日

1
日
、
日
日

図
書
室
正
面
の
書
架
の

一
角
に
、

「郷
土
資
料
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

け
ま
し
た
。
徳
庖
震
に
関
係
の
あ

る
本
、
徳
島
県
出
身
の
著
書
、
町
内

在
住
の
方
の
作
品
な
ど
を
集
め
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

一度、

」
覧
下
さ
い 

0

.
徳
島
む
か
し
む
か
し

・
阿
波
俳
句
歳
時
記

-
婦
ら
ざ
る
ふ
る
さ
と
徳
島

後
藤
田
弘
写
真
集

・ .
阿
波
の
木
偶
、
古
面
、
絵
馬

・
歌
集
コ
ス
モ
ス
中
田
ヤ
ス
エ

・
歌
集
勝
浦
野
新
居
伊
佐
男

平
山
斌
歌
集

・ .
は
ぐ
れ
鵜
の
歌
麻
木
嘉
太
郎

・
方

円

の

水

森

貞

幸

・
野
草

の

根

田

村

甚

蔵

・
勝
浦
町
民
文
芸
集
か
つ
う
ら

・
あ

し

あ

と

丸

岡

治

維

-
わ
が
人
生
論
徳
島
編

・
愛
文
社
俳
句
集
第
一 

第
五
巻

・
歌
集
火
焔
樹
比
留
間
一

.
勝
浦
の
む
か
し
話

・
勝
浦
の
民
話
と
伝
説

-
阿
波
公
方
の
な
か
み
の
る

・

藍

師

の

家

中

川

静

子

J
l l

・
義
経
阿
讃
を
征
く
田
村
直
一l

な
ど

「
お
話
し
会
」
を

広
め
よ
う
が
一

ー
推
進
委
員
さ
ん
研
修

町
読
書
振
興
協
議
会
(
読
書
友


の
会
)
地
区
推
進
悉
員
さ
ん
た
ち


二
十
名
は
、
一
月
二
十
日
、
町
図


書
館
に
、
徳
島
市
立
図
書
館
講
師


を
招
い
て
、尋
問
り
聞
か
せ
」
研
修


会
を
聞
き
ま
し
た
。


会
場
を
暗
く
し
て
、
ロ 

ソ
ク

の
光
の
中
で
聞
く
「
ス
卜
リ 

テ
|

リ
ソ
グ
」
や
、
大
型
紙
芝
居
を
見

た
り
、
聞
い
た
り
し
な
が
ら
の
楽

し
い
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

本
を
借
り
に
き
て
、
飛
び
入
り

で
参
加
し
た
子
供
づ
れ
の
お
母
さ

ん
か
ら
、
家
で
読
み
聞
か
せ
を
す

る
本
え
ら
び
に
つ
い
て
、
熱
心
な

質
問
が
出
る
な
ど
の
一
コ
マ
も
あ

り
、
好
評
で
し
た
。

こ
の
研
修
会
を
機
に
、
町
図
書

館
で
催
し
て
い
る
日
曜
子
ど
も
映

画
会
と
、
併
せ
て
「
お
話
し
会
」

を
聞
く
相
談
も
で
き
、
今
後
の
活

動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

語
り
聞
か
せ
の

コ
ツ
十
か
条 

iるて。大子
きど�  

tJ¥ いも
寧声の
むで目�  

!(;責 

fii 
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平成� 3年� 2月� 1日 (6) 

第37固 徳島駅伝大会

、上位チ-LAに僅差。

l

趣

ヒロ� 
ヨE

新
春
の
一
月
四
日
か
ら
三
日
間
、

一

全
県
を
舞
台
に
華
や
か
に
繰
り
広 

…

げ
ら
れ
た
徳
島
駅
伝
大
会
は
、
四

一

十
区
間
二
七
九
キ
ロ
の
コ 
l
ス
を

一

れ
μ掲

げ
ヴ

i

-

J
V

い
じ
さ

金
元

体
房
く

岡山
「
砥炉

岡
弘肉

料
徳

選
手
団
が
持
て
る
力
を
全
部
出
し

き
り
、
初
日
九
位
、
二
日
目
十
二

位
、
最
終
日
十
二
位
で
通
算
順
位

一

は
第
十
二
位
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、

前
回
九
分
差
の
那
質
郡
を
四
分
差

一

「

出
会
い

・
競
い

・
そ
し
て
未

に
縮
め
る
な
ど
、
チ 

ム
全
体
の

一
来
へ
」
を
合
言
葉
に
徳
島

・
香
川

記
録
は
事
薪
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

一
両
県
で
東
四
国
国
体
が
開
催
さ
れ

次
回
は
十
分
に
期
待
が
持
て
る
も

一
る
に
あ
た
り
、
広
く
県
内
外
各
界

の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

…
各
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て

な
お
、
今
大
会
に
際
し
ご
尽
力

一
募
金
を
願
い
、
東
四
国
国
体
の
成

下
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
は

一
功
と
本
県
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

じ
め
、
沿
道
各
所
で
ご
声
援
下
さ

一
興
を
図
る
と
と
も
に
、
本
四
架
橋

一
後
の
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
「
健


い
ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
厚
く
お

一
康
周
知
徳
島
」
の
創
生
に
資
す
る
。


礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

{
 

(勝
浦
郡
選
手
団
)

(

募
金
目
標
額


四
億
円
以
上

募
金
の
期
間

平
成
二
年
二
月
二
十
八
日
か
ら

平
成
五
年
十
月
三
十

一
日
ま
で

募
金
の
使
途

徳
島
県
に
寄
附
し
、
東
四
国
国

体
の
大
会
連
呂
開
催
経
費
の

一
部

に
充
当
し
ま
す
。

募
金
の
対
象

県
内
外
の
法
人
及
び
団
体
並
び

に
個
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

募
金
の
方
法

県
実
行
委
員
会
の
発
行
す
る
寄

附
申
込
書
に
よ
り
応
募
し
、
所
定

の
払
込
用
紙
で
取
扱
金
融
機
関
に

払
い
込
み
ま
す
。

寄
附
申
込
書
、
払
込
用
紙
は
町

役
場
国
体
準
備
室
に
あ
り
ま
す
。

税
法
上
の
特
別
措
置

募
金
は
、
所
得
税
法
上
国
又
は

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金

に
該
当
し
、
寄
附
金
控
除
又
は
損

金
算
入
扱
い
と
な
り
ま
す
。

募
金
の
機
関

第
四
十
八
回
国
民
体
育
大
会
徳

島
県
実
行
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

(
O

不
明
な
点
は
、
電
話

六
)
二
一
ー
ー
二
六
二
二
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。魚、./~I
 

八
八

γIf¥ 
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せ
え
な
あ
。」

-・・くらしの中の人権・・・
な
あ 

(7) 平成 3年 2月 1日 

町
民
と
し
て
の
取
り
組
み

か
た
り 

ロ
デ


A
Q

べ 
h
J

l 

と
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
に
入
っ

て
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
ど
ん
ど
ん

友
達
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。
自
分

か
ら
も
差
別
に
負
け
な
い
よ
う
に

友
達
を
さ
が
し
ま
し
た
。
一

年
生

の
時
は
、
友
達
を
か
ば
っ
た
り
、

な
ぐ
さ
め
た
り
し
て
い
た
の
で
女

の
子
の
友
達
も
い
っ
ぱ
い
い
ま
し

た
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
か
、
「 
O

君
と
遊
ん
で
は
い
け
な
い
よ
」 

『差
別
に
つ
い
て

O

思

う

こ

と

』

小
学
五
年

男
子

同
和
問
題
を
家
庭
内
で
話
し
合
い
、
人
権
意
識
を
高

め
よ
う
。

.・・
と
い
う
言
葉
は
聞
か
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
一
年
は
短
か
か
っ

た
け
れ
ど
、
ク
ラ
ス
全
員
と
安
達

に
な
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
。

二
年
生
に
な
る
時
1

転
校
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
別
れ
会

の
と
き
一涙
を
流
し
て
い
る
子
も
い

ま
し
た
。
そ
の
日
の
こ
と
は
一
生

忘
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
ま
た
転
校

し
て
、
い
く
日
も
た
た
な
い
の
に
、

「
転
校
し
て
来
た
く
せ
に
い
ば
る

僕
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
差
別

反
対
に
や
さ
し
い
親
も
い
て
、

が
で
き
こ
の
学
校
生
活
に
も
慣
れ

て
来
て
、
悪
口
を
言
わ
れ
る
こ
と

も
な
く
な
り
ま
し
た
。

も
う
僕
は
五
年
生
で
す
。
こ
の

年
に
な
る
と
差
別
の
悲
し
さ
を
知

り
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

肌
色
が
白
い
だ
け
で
白
人
、
黒

人
と
い
っ
て
差
別
す
る
人
、
身
体

障
害
者
を
差
別
す
る
人
、
精
神
薄

弱
者
に
非
情
な
こ
と
を
言
っ

て
し

ま
う
人
:

・
ど
う
し
て
こ
ん
な
事

を
す
る
の
だ
ろ
う
。
み
ん
な
の
力

で
差
別
を
し
な
い
人
に
も
.と
し
た

い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
と
一
緒
に
差
別
を
無
く

す
よ
う
に
明
る
く
生
活
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。 

(人
権
作
文
か
ら
)

大工組合からお知らせ

大工賃金が大工組合総会において，

来る平成  3年 4月|日から 14，000円

に決定いたしました。

今後共よろしくお願いいたします。 

(勝浦町大工組合)

2月の土曜閉庁日は，次のとおりです。 

-2月9日(第2土曜日)

・2月23日(第4土曜日) 

(ただし勝浦病院各保育所各小L
学校及び幼稚園は，行っています。/

の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。
差
別
を

遊
び
に
行
く
と
「
た
だ
社
宅
に
住

A

ん
で
い
る
だ
け
で
、
差
別
す
る
な

ん
て
い
け
な
い
ネ
。
ハ
門
￥
相
は
と
っ

B

て
も
い
い
子
な
の
に
ネ
。」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
う
れ
し
く

て
一俣
が
出
そ
う
で
し
た
。

「
差
別
す
る
人
も
い
れ
ば
、
な

ぐ
さ
め
て
く
れ
る
人
も
い
る
ん
だ

な
あ
。」
と
思
い
・ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、「こ
れ
か
ら
も
、
悪
口
な

君
と 

君
で
し
た
。
こ
の
二
人

ん
か
に
負
け
な
い
ぞ
。」
と
気
を
強

く
し
ま
し
た
。

す
る
人
は
、
恥
ず
か
し
き
を
知
ら

な
い
人
間
だ
と
思
い
ま
す
。

ん
じ
ゃ
ね
え
。」
と
か
「
せ
い
高
ノ
ッ

僕
は
、
小
学
校

一
年
生
の
時
ま

で
社
宅
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
友
達
の
言
っ
た
「
家
が
小

ポ
の
デ
プ
や
ろ
う
。」
・
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
く
や
し
か
っ
た
け
ど
前

の
学
校
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

が
ま
ん
し
ま
し
た
。

「
金
持
ち
じ
ゃ
ね
え

o
」
:・
と
言
う
言
葉
を
今
で
も

そ
ん
な
時
大
切
な
宝
が
あ
り
ま

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
あ
そ

こ
の
子
と
遊
ば
れ
ん
よ
。」
と
言
う

親
も
い
て
、
こ
の
き
口
実
か
耳
に
入
っ

た
時
「
ひ
ど
い
親
だ
な
あ
。」

い
ま
し
た
。

と
思

し
た
。
そ
れ
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の 

そ
れ
と
も
う
一
つ
う
れ
し
い
こ

は
、
僕
の
こ
と
を
本
当
に
思
っ
て

く
れ
る
頁
達
で
し
た
。
そ
の
二
人

か
ら
始
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
友
達

MUS04
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ン
テ

横
瀬
、

ま
す
。

l

O
O

ふ
る
さ
と
の
夢
づ
く
り
企
画
の

ひ
と
つ
と
し
て
、「
と
き
め
き
の
春 

/
子
供
た
ち
に
夢
を
グ
」
を
メ
イ

マ
に
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

卜
川
を
開
催
し
ま
け

γ

段
の
雛
壇
を
二

月
二
十
四
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
、

ビ
ッ
グ
雛
人
形
供
養

3
月

3
日

午
後

1
時
か
ら

大
宮
八
幡
神
社
境
内
(
星
谷
)

各
家
庭
で
物
溜
ゃ
、
押
入
れ
に

眠
っ
た
ま
ま
の
雛
人
形
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
神
事
を
行
い
供
養
し
ま

す
。人

形
は
、
噺
し
い
傷
み
の
少
な

さ
る
一
月
十
九
日
、
二
十
日
の
三
日
間
、
住
思
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

図
書
館
で
恒
例
の
芸
術
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
会
場
(
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
)
に
は
習
字
、
生
花
、
手
芸
、
絵

画
な
ど
み
な
さ
ん
か
ら
応
募
し
た
作
品
や
、
生
涯
教
育
の
学
級
生
の
作

品
、
第
二
会
場
(
図
書
館
)
に
は
小
中
学
校
児
童

・
生
徒
の
作
品
な
ど

総
数
七
百
五
十
点
が
展
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
似
顔
絵
即
筆
コ
ー
ナ
ー

も
訪
れ
た
人
た
ち
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
婦
人
会
の
バ
ザ 

、
不
用
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
牛
乳
又
は

海
藻
を
使
っ
た
料
理
な
ど
も
大
変
好
評
で
し
た
。

会
場
へ
は
二
日
間
で
九
百
三
十
人
が
訪
れ
、
会
場
に
展
示
さ
れ
た
作

品
を
熱
心
に
見
て
い
ま
し
た
。 l

ハ
l今

回
も
一勤

労
者
体
育
館
で
公
開
し

い
も
の
は
、
雛
壇
に
飾
っ
て
か
ら

供
養
し
ま
す
の
で
、
二
月
二
十
三

日
(
土
曜
日
)
午
前
中
に
勤
労
者

体
育
館
へ
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

供
養
は
焼
却
し
ま
す
の
で
、
金

具
、
ガ
ラ
ス
は
取
り
は
ず
し
て
く

だ
さ
い
。

三
月
二
日
と
三
日
、
会
場
に
お

い
て
実
行
委
員
会
、
共
催
の
各
団

体
に
お
い
て
手
づ
く
り
の
品
、
お

菓
子
、
農
産
物
等
の
市
を
聞
い
て

販
売
し
ま
す
。

そ
の
他
、
関
連
行
事
、
イ
ベ
ン

ト
も
多
歩
計
画
し
て
い
ま
す
。

-
土
寵

ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

(
役
場
内
二
|
一
一
五
一
一
)

・
共
催

勝
浦
町
教
育
委
員
会

勝
浦
町
商
工
会

勝
浦
町
婦
人
会

勝
浦
町
青
年
会

新
と
く
し
ま
県
民
運
動

勝
浦
町
推
進
協
議
会

一議
一一家 

⑧ 
会場には多く の方が

訪れました� 

⑩⑧ 

=展示された作品=

¥、
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勝
緑
町
瓜
宮
叫
翠
忽
盛
一
品
目
セ
ン
タ
ー

落
成
記
念
行
事
『
オ
リ
ッ
ク
ス
上

回
利
治
前
監
督
を
招
い
て
の
新
春

l

講
演
会
邑
が
、
一
月
十
五
日
午
後

三
時
か
ら
同
セ

ン
タ
ー
大
ホ
l
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
氏
は
、
海
部
郡
宍
喰
町
の

出
身
で
、
海
南
高
校
か
ら
関
西
大

学
、
そ
し
て
広
島
東
洋
カ
�
 プ
に

捕
手
と
し
て
入
団
、
そ
の
後
コ
ー

チ
を
は
じ
め
野
球
解
説
者
と
し
て

ま
し
た
。

ま
た
、『
指
導
す
る
上
で
最
も
大

切
な
こ
と
は
、
相
手
に
納
得
さ
せ

る
と
と
。
最
近
の
選
手
は
情
報
量

が
豊
富
な
の
で
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
』
と
話

さ
れ
た
と
同
時
に
、
『
大
阪
で
生
活

し
て
い
て
も
ふ
る
さ
と
徳
島
の
こ

花
は
い
か
が
で
し
ょ
、
フ
か

4
(
売
れ
ゆ
き
好
調
で
し
た
)

活
躍
、
特
に
監
督
と
し
て
十
五
年

l

の
永
き
に
わ
た
り
チ
�
 ム
を
指
揮

し
、
リ
ー
グ
優
勝
五
回
、
日
本
シ

リ
ー
ズ
優
勝
三
回
と
い
う
実
績
を

残
さ
れ
、
さ
ら
に
球
界
史
上
八
人

目
と
い
う
一
、

0
0
0勝
を
達
成

し
た
名
監
督
で
す
。

当
日
、
会
場
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
員
を
含
む
町
民
約
三
百
五
十
人

を
前
に
、
上
田
氏
の
豊
か
な
体
験

を
通
し
球
界
一
流
選
手
の
人
柄
や

阪
急
時
代
に
監
督
と
し
て
戦
っ
た

日
本
シ
リ
ー
ズ
の
裏
話
な
ど
を
披

露
。
『
一
時
�
 
1

高
熱
で
約
一
か
月
入

院
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
を

境
に
、
自
分
の
気
持
ち
や
さ
い
配

に
厳
し
さ
が
な
く
な
り
、
引
退
を

決
意
し
た
』
な
ど
、
約
一
時
時
半

に
わ
た
っ
て
野
球
人
生
を
話
さ
れ

と
が
気
に
な
り
、
特
に
プ
ロ
野
球

界
に
お
け
る
県
人
の
数
が
少
な
く

な
り
淋
し
い
気
持
ち
も
す
る
が
、

高
校
野
球
な
ど
で
は
、
県
人
の
活

躍
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
:
』

と
、
ふ
る
さ
と
思
い
の
人
柄
を
み

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
�
 

婦
人
会
か
ら

不
用
品
の
提
供
、
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
手
芸

の
出
品
、
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

MUS04
スタンプ
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テキストボックス
新春大講習会
野球人生を語る
オリックス上田利治前監督
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除
き
ま
す
。

な
お
、
第

一
・
第
三
火
曜
日
は
、

税
務
署
で
相
談
い
た
し
ま
す
。

所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
一
一
月

申
告
に

徳
島
文
化
セ
ン
タ
ー
〈
徳
島
市
徳

必
要
な
も
の

〉
で
受
け
付
け
し
て

拠
書
類
、
給
与
及
び
公
的
年
金
等

支
払
報
産
量
、
生
命
保
険
料
(
個

人
年
金
保
険
料
を
含
む
)
の
払
込

島
町
域
内
一

宮 

八
八
六
)
二
五

印
鑑
、
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証

O
O ωJ

(
O

所
得
税
還
付
申
告

専

用

会

場

一
一
一
月
十
五
日
制
ま
で

|
四
二

お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
日
曜
、
第
二

・
第
四

土
曜
日
、
第一

・
第
三
火
曜
日
は

十
二
日 

証
明
書
、
損
害
保
険
料
払
込
証
明

書
、
医
療
費
支
払
領
収
書
、
そ
の

他
皇
口
に
必
要
な
書
類
。

※
平
成
三
年
度
か
ら
住
民
税
に
つ

い
て
も
損
害
保
険
(
火
災
保
険
等
)

契
約
等
の
保
険
料
又
は
掛
金
を
支

払
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
損
害

保
険
料
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
は
、

自
ら
の
正
し
い
記
帳
に
基
づ
い
て

O O O O

一
年
間
の
所
得
を
計
算
し
、
適
正

な
申
止
口
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

所
得
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
串
止
口
を
し
な
か
っ
た
り
、

給
与
の
年
収
が

一
千
五
百
万
円

間
違
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後

で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で

給
与
を
こ
か
所
以
上
か
ら
受
け

な
く
、
加
算
税
、
延
滞
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
の

給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

で
、
期
限
内
に
正
し
く
済
ま
せ
て

下
さ
い
。

年
末
調
整
で
、
配
偶
者
特
別
控

所
得
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

。
平
成
二
年
中
に
事
業
所
得
や
不

動
産
附
得
、
譲
蓮
附
得
(
土
地

や
建
物
の
売
却
)
な
ど
の
所
得

が
あ
る
人
。

@
給
与
所
得
者
は
笠
木
調
整
で
そ

の
年
の
納
税
が
完
了
し
ま
す
の

で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
申
告
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次

の
人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

平成3年度住民税申告受付及び所得税納税相談日程表

、ーー

月日(曜日) 該 当地区 11寺院円� t;J!; 所� 

2月18日(月) 坂本

午

円リ

九

時

カミ

ルコ

午

後

四

時

ま

てい

坂本集会所� 

)協浦IIrj役場(2階会議室)� 

勝浦町役場(2階会議室) 

勝浦町役場(2階会議室) 

勝浦郡農協坂本事業所� 

与川内公会堂� 

勝浦郡農協!勝浦支所� 

中山公会堂� 

星谷集会所� 

勝浦会館� 

農村婦人の家
」� 

今山センター� 

勝浦郡農協生比奈支所

石原集会所� 

勝浦町役場(2階会議室)� 

勝浦町役場(21港会議室)

19日(火) 棚野 ・立川

20日休) 久国

21日(ね 生 名

22日幽 坂本

25日(月) 与川内

26日(火) 相{瀬

28B(ね 山

3月� 1日掛 星谷

4日開) 黒岩

5日(火) 中角

7日(柑 今山

8日幽 山西 ・持卜谷

11日(月) 沼江 ・石原�  

13日(ボ) 全町

14日(ね 全町

※徳島税務署から所得申告(納税相談)について呼び出しを受けている方は，� 

2月19日(札� 2月20日制，� 2月21日附に勝浦町役場� 21者会議室で申告納税
相談を行いますので，指定された日時を確認のうえ，必ず申告して下さ� L、。

を
超
え
る
人
。

て
い
る
人
。

が
あ
る
人
。 

'h

除
を
受
け
た
人
で
、
配
偶
者
の

収
入
金
額
が
変
わ
っ
た
人
。

な
お
、
申
&
口
を
し
な
く
て
も
よ

雑
損
控
除
、

い
給
与
前
得
者
で

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
人
は
確

定
申
告
を
し
て
税
金
(
所
得
税
)
の

還
付
表
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

MUS04
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所得税住民税の申告は正しく期限内に
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、、、

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文

佳

作

作

ロ
ロロ

贈
与
税
・
消
責
務
�
 af--一

申
告
一ι
続
税
も
お
早
め
に

国
個
人
事
業
者
で
、
基
準
期
間

保
護
者
が
見
て
く
れ
て
、
お
金
も

払
っ
て
く
れ
る
の
で
、
ひ
と
一
人

が
ど
れ
く
ら
い
で
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

も
の
す
ご
く
た
く
さ
ん
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人
が
少
し
ず

つ
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
集
め
れ
ば
、

き
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

人
間
は
、
一
人
で
は
生
き
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
誰
か

の
た
め
に
税
金
を
納
め
、
納
め
た

人
は
将
来
の
自
分
も
そ
れ
を
も
ら

い
暮
ら
し
ま
す
。
そ
れ
の
繰
り
返

し
で
私
た
ち
も
平
和
で
楽
し
く
暮

ら
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

初
め
、
「
消
費
税
反
対
」
と
叫
ん

で
い
た
私
も
、
少
し
税
に

つ
い
て

学
ん
だ
お
か
げ
で
、
わ
け
も
わ
か

ら
ず
取
ら
れ
る
税
か
ら
、
人
の
た

め
の
税
、
そ
れ
に
自
分
の
た
め
の

税
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
う
思
え
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
私
は
ち
が
っ


た
気
持
ち
で
ス
ー
パ
ー
に
行
き
、


買
い
物
が
で
き
る
と
思
い
ま
す


で
、
じ
ゃ
ま
者
で
し
か
な
か
っ

た
レ
シ
ー
ト
の
三
%
の
数
字
が
、

こ
れ
か
ら
は
人
の
た
め
に
な
る
三

%
と
思
え
た
ら
、
と
て
も
う
れ
し

A34

o
 

い
で
す
。

手見

っ

し、

て

高
個
人
事
業
者
の
消
脅
読
の
申
告
、

納
税
期
限
は
4
月
1
日
ま
で
、
贈

日
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
限
が
近
づ
き
ま
す
と
大
変
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き

(昭
和
臼
年
)
の
課
税
売
上
高
が

る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

l

(
O

贈
与
税
は
、

一
年
間
に
個
人
か

の
申
告
、
納
税
に
つ
い
て
の
お
問

ら
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
の

い
合
わ
せ
は
、徳
島
税
務
署
宮
�
 

ム
互
引
額
が
六
十
万
円
を
超
え
る
と

八
八
六
)
二
二
�
 四
二
二
一
へ
ご

課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
の

与
税
の
申
止
口
、
納
税
期
限
は
3
月

よ
う
な
時
に
は
申
止
口
と
納
税
が
必


要
で
す
。
贈
与
を
受
け
た
財
産
が


土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
の
場


合
は
、
相
続
税
財
産
評
価
基
準
に


よ
っ
て
計
算
し
た
価
額
が
課
税
価


格
と
な
り
ま
す
。


ま
た
、
不
動
産
の
贈
与
を
受
け


た
人
で
ま
だ
登
記
を
し
て
い
な
い


人
ゃ
、
現
金
、
預
金
等
の
贈
与
を


)
 


受
け
た
人
も
申
告
が
必
要
で
す
。

-(
 

三
千
万
円
を
超
え
る
人
は
、
平
成

2
年
分
の
消
費
税
の
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
平
成
2
年
分
の

消
費
税
に
つ
い
て
の
話
題
は
、

私
の
家
で
も
か
か
せ
な
い
も
の
の

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
買
い
物
に

い
っ
た
日
な
ど
は
、
い
つ
も
に
、
ま

し
て
話
が
広
が
り
ま
す
。
百
円
の

お
か
し
ゅ
晶
貝
う
だ
け
な
の
に
、
ス
ー

パ
ー
の
レ
シ
ー
ト
に
は
、
百
円
プ

ラ
ス
三
%
と
長
い
数
字
が
続
き
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
私
は
「
ま
た
消

費
税
、
ま
た
消
費
税
。」
と
、
と
て

も
不
愉
快
な
気
持
ち
に
な
る
の
で

す
が
、
そ
の
消
費
税
の
使
い
道
を

考
え
る
と
、
「
ま
あ
、
い
い
か
o
」と

思
え
て
き
ま
す
。
そ
の
消
費
税
か
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
き
っ
と
私
達
の
周
り
の
公
共

物
や
、
年
老
い
て
働
け
な
く
な
っ

た
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の

勝
浦
中
学
校
三
年

森
脇
真
希
子

た
め
に
、
役
に
立
っ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、

何
も
持
た
な
い
、
こ
ん
な
無
力
の

私
に
も
、
そ
う
い
っ
た
人
の
た
め

に
少
し
で
も
役
に
立
っ
て
い
る
と

思
う
と
、
う
れ
し
く
な
っ
て
き
ま

す
。特

に
、
高
齢
化
が
す
す
ん
で
い

る
今
で
は
、
税
金
は
会
菌
民
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
税
金
が
な
く
て
、
一

人
暮
ら
し
の
老
人
は
、
ど
う
生
き

て
い
け
ば
い
い
の
で
す
か
。
他
人

が
そ
の
人
を
ま
か
な
っ
て
は
く
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
税
金
と
い
う
形

で
、
そ
の
人
た
ち
は
救
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。
今
の
私
に
は
お
金
の

消
費
税
の
申
告
、
納
税
は
4
月
1

日
ま
で
で
す
。
お
忘
れ
な
く
グ

所
得
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
な
ど

相
談
下
さ
い
。

輩、


大
切
さ
と
い
う
の
が
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
せ
ん
。
私
の
め
ん
ど
う
は

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
贈与税消費税の申告納税もお早めに
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昨
年
十
二
月

一
日
オ
ー
プ
ン
以

来
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
会
合
で
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

五
日
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
下
さ

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

ー
勝
浦
病
院
内
科
外
来
か
ら

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
共
に
、

病
院
医
療
か
ら
在
宅
医
療
重
視
へ

と
保
健
医
療
の
あ
り
方
が
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

訪
問
看
護
の
普
及
も
そ
の
流
れ

の
中
に
あ
り
、
十
分
な
取
り
組
み

も
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
当

病
院
も
、
訪
問
看
護
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

つ
対
象
者
と
し
て
は
」
、
家
庭
に

お
い
て
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

老
人
を
主
と
し
て
お
り
ま
す
。

「
訪
問
回
数
は
」
、
週
二
固
ま
で
、

病
院
に
お
け
る
看
護
と
異
な
り
、

対
象
者
本
人
及
び
そ
の
家
族
が
中

心
で
す
。
介
護
は
家
族
に
依
存
す

る
部
分
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
寝

ぜ
っ

た
き
り
と
な

っ
た
人
の
排
濯
、
食

事
、
入
浴
な
ど
の
世
話
を
ど
の
よ

じ
主
〈
そ
う

う
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
祷
屠
予
防
、

そ
の
他
日
常
生
活
動
作
の
方
法
な

ど
少
し
で
も
介
護
さ
れ
る
方
に
指

導
し
た
り
、
医
師
と
の
連
絡
を
密

に
し
て
安
心
し
て
家
族
と
生
活
で

き
る
よ
う
、
精
神
面
で
の
援
助
も

尉撲場雌センタプ

人
収
容 
)
な
ど
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

日
曜
日
・
土
曜
日
も
終
日
開
諒

し
て
い
ま
す
。
高
聞
の
会
合
も
結

構
で
す
。
な
お
、

休
館
日
は
毎
週

火
曜
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
許
可
申
請
書
は
霊
害
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
の

シート

ポスト/

』 

F

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

利
用
風
景

企
勝
浦
少
年
剣
道
教
室 

(
二
階
会
議
室
)

室

(
和
室
五 

(四
 

O

町
民
皆
さ
ん
の
施
設
で
あ
り
ま
す
。

し
て
鍍
斜
に
な
っ
て
い
ま
す
。(実

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
会
議

習
室
等
一
部
有
料
も
あ
り
ま
す
)

人
)
、
農
事
研
究
室

な
お
、
健
康
増
進
室
に
は
い
ろ

人
)
、相
談
室

(二
 

人
)
、

い
ろ
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
機
器
を

実
習
(
加
工
)
室

(二
 

人
)
、
健
康

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
健
康
つ

増
准
書
士
二 

人
)
、
保
健
室

二 

く
り
に
大
い
に
活
用
下
さ
い
。

人
)、
多
目
的
ホ 
1
ル

(
四
五 

O

O O

O

O

O

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

訪
問
看
護
は
ま
だ
始
ま
り
の
段

階
で
、
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
出
来

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
勝
浦
病

院
で
も
少
し
づ
っ
定
着
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

寝
た
き
り
の
老
人
を
家
庭
で
看

護
さ
れ
る
家
族
は
大
変
な
負
担
を

負
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ

れ
を
支
え
る
た
め
の
援
助
は
ま
す

ま
す
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。訪

問
看
護
と
は

家
庭
に
お
い
て
療
養
を
行
っ

て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
現
に

寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
人
、

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
に
あ

る
人
に
対
し
て
、
そ
の
同
意
を

得
て
、
医
師
の
計
画
的
な
医
学

管
理
の
下
に
、
医
師
や
看
護
婦

が
定
期
的
に
訪
問
し
て
診
察
及

び
処
置
を
行
っ
た
り
、
在
宅
療

養
指
導
を
行
う
こ
と
で
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
訪問看護について

MUS04
テキストボックス
農村環境改善センター
利用のしおり
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寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
た
め
に

老
化
は
足
か
ら
、

歩
い
て
運
動
不
足
の
解
消
を

ほ
ん
と
つ
に
健
康
に
役
に
立
つ

た
め
に
は
、
一
日
一
万
歩
と
い
わ

れ
ま
す
。
も
し
こ
れ
を
毎
日
実
行

で
き
た
ら
、
特
別
に
ほ
か
の
運
動

を
し
な
く
て
も
、
健
康
づ
く
り
は

十
分
。
そ
の
歩
く
効
果
を
次
に
示

し
ま
し
た
。
効
用
を
し
っ
か
り
わ

か
っ
て
ぜ
ひ
実
行
し
ま
し
ょ
っ
。
�
 

4
d

(1技〉 
dBGE匂 

内

)l(
 

歩
く
健
康
づ
く
り
6
つ
め
効
用
�
 
軽
自
動
車
税
は
四
月
一
日
現
在
�
 
自
転
車
等
は
、
町
役
場
で
手
続
き

ー¥廃
車
手
続
き
は;

確
実
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う


や


を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
軽
四
輪
車
は
、
軽
自

①
血
行
を
よ
く
し
て
高
血
圧
予
防

動
車
協
会
、

二
一
五
�
 ∞
を
超
え
る

歩
く
こ
と
に
よ
り
酸
素
の
供
給
が
増
え
、
こ
れ
に
よ

っ
て
血

二
輪
車
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島
陸

管
が
ひ
ろ
が

っ
て
血
行
が
よ
く
な
る
。
こ
の
た
め
心
臓
病
や
脳

運
支
局
で
な
け
れ
ば
手
続
き
が
で

卒
中
を
ひ
き
起
こ
す
高
血
圧
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
左
手
っ

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

②
全
身
運
動
の
効
果
が
あ
る	

一
と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
明
な
点
は
、
町
役
場
税
務
保

一

ま
た
、
だ
れ
か
に
売
っ
た
り
、

険
課
(
宮
二
二
五
一
三
)
、軽
自

筋
力
の
強
化
、
酸
素
の
吸
入
、
排
出
に
よ
り
心
肺
活
動
が
活

一
譲
っ
た
り
し
て
も
手
続
き
を
し
な

動
車
協
会
(
宮
�
 八
八
六
�
 
1

三一

発
に
な
る
の
で
、
内
臓
の
は
た
ら
き
も
よ
く
な
り
、
全
身
運
動

と
な
る
。

一
け
れ
ば
、
同
様
の
こ
と
に
な
り
ま

|
六
六
七
五
)
ま
た
は
、
四
国
運

一
す
の
で
、
必
ず
三
月
三
十
日
ま
で

輸
局
徳
島
陸
運
支
局
(
宮
�
 八
八

③
神
経
と
脳
の
は
た
ら
き
を	

一
に
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

六
|
三
一
ー
ー
四
八
八
二
)
ま
で
お

よ
く
し
て
ボ
ケ
を
防
ぐ

一

な
お
、

一
二
五
∞
以
下
の
原
付

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

O

O

所
有
の
軽
自
動
車
(
原
付
自
転
車

4

一
等
を
含
む
)
に
対
し
て
課
税
さ
れ

一
ま
す
。

一

し
た
が
っ
て
、
も
う
す
で
に
廃

一
車
し
た
軽
自
動
車
で
も
、
廃
車
の

歩
く
た
め
に
は
平
衡
感
覚
と
あ
る
程
度
の
緊
張
感
が
、
必
要

と
な
る
。
こ
の
緊
張
感
と
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
る

心
肺
活
動
と
筋
肉
運
動
は
、
脳
を
刺
激
し
、
気
分
転
換
が
は
か

れ
、
し
か
も
ポ
ケ
の
予
防
と
な
る
。

④

肥

満

の

解

消

余
介
な
皮
下
指
肪
が
燃
焼
し
て
、
肥
満
が
解
消
さ
れ
る
。

⑤
腰
痛
予
防
が
は
か
れ
る

歩
く
こ
と
で
足
腰
の
筋
肉
が
き
た
え
ら
れ
、
膝
関
節
痛
や
腰

痛
予
防
が
は
か
れ
る
。

⑥
行
動
に
ゆ
と
り
が

肺
の
機
能
が
高
ま
り
、
酸
素
の
吸
入

・
排
出
が
効
果
的
に
な

り
、
生
活
行
動
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
。

不用犬の買い上げ日
ー飼い犬は必ずつ怠いでください一 

2月6日附 
2月20日嗣

花

*毎週水曜日 .午後 1 :30"-'4 :00 
*場所農村環境改善センター

専門相談員による相談所の開設日

行

お気軽にご椙談ください。

銀嫁

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国保と医療費
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容の省ヱネ 対鏑 ， 

家庭で使われるエネルギーは，第オ'!R.石油危機ガ起こつだ昭和48年と比べて8割以上も増えています。

冬場に家庭で消費されるエネルギーの約3分の2は暖房と給湯のだめに使われます。邑家庭ガちょっと省

エネをするだ、けで，大きなエネルギーの節約ガ可能です。

暖房機器の置き場に工夫

暖房機器は窓側など冷気ガ入って

第248号

部屋の温度は20"Cをこ

えないことを目安にこ

まめに調節しましよう。
省エネ効果//

ちょっと省エネするだけで， オ年

間で，こんなにエネルギ を節約

できます(原油換算)。� 

くる位置に置きましよう。暖気で

戸色気がおし上� I I I I 11 
げられ効果的� I~II 

な暖房ができ� II =11'1 

ます。 ~lノ

適切な機器の選択

暖房機器は部屋の広さや種類に合

わせて選びましよう。

フコフンヒーターなどは，空気取入

れロガ，ほこりでつまると，エネ

ルギ一刻率ガ低下するばかりか不

完全燃焼のおそれもあります。こ

まめに手入れしましよう。

カーテンを厚めにしだ

り，カーペットを敷い

疋り，すきま風をふせ

ぐなど部崖の保温を山

掛けましよう。

O部屋の暖房温度を� 1 "C下げると� 

7家庭当芝り一一ー約� 19e， 
日本主体ー←約� 77万同� 

O一週間に2日，お風自の追いだ、

きをやめ，家族ガ次々入浴する

と

オ家庭当だり一一約� 12e， 
日本全体一一約� 35万同� 

O湯沸器のパイロットバーナーの

つけつ放しをやめると� 

1家庭当だり一一一約� 13ι

日本全体一一約百万同

勝浦土地改良区からお知らせ

平成� 2年度分畑総農道賦課金

(負担金)の徴収について

1、賦課金通知書発送 平成� 3年� 2月1日の予定

2、納付期限 平成� 3年� 3月 5日まで� 

3、納付方法

勝浦土地改良区事務局まで持参するか，勝浦

郡農協 ・阿波銀行勝浦支庖の勝浦土地改良区預

金口座に振り込んで下さい。� 

4、注意

納付期限を過ぎて納付すれば，督促手数料と

年14.6%の延滞金を徴収します。なお，滞納者

を出した地区関係者全員に，連帯責任として滞

納過怠金を徴収します。

建築、土木等工事の

指名競争入札

/一参加資格審査申請書受付フ

勝浦町が発注する平成� 3年度建築，土木等

工事の指名競争入札参加資格審査申請書を受

け付けます。

-受付期間 3月� 1日-31日

・受付場所 建設課

※現在登録されている方の有効期間は，平成� 

3年� 3月31日までです。新たに申請して下

さい。

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
冬の省エネ対策
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開
通
の
成
り
し
隠
道
冬
に
入
る

坂

本

美

馬

直

枝

初
雁
の
渡
る
港
に
巨
船
入
る

休
耕
田
野
菊
一
輪
索
、
に
入
る

横
瀬
錦
内
常
一

又
一
人
増
え
て
囲
み
ぬ
焚
火
の
輪

吾
が
家
の
賛
と
も
柚
湯
浸
り
つ
つ

横
瀬
日
下
智
世
子

山
茶
花
の
庭
に
溜
り
し
陽
を
浴
び

ぬ雑
踏
に
も
ま
れ
て
老
の
初
詣

棚
野

谷

新

太

郎


寒
風
に
晒
さ
れ
乾
く
吊
し
柿


老
の
役
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
締
飾


棚
野
北
島
ア
サ
ノ

初
電
話
受
け
し
よ
り
ふ
と
華
げ
り

燈
明
の
や
さ
し
く
見
え
て
初
詣

立

川

堀

梅

子

わ
た
し
の
作
品

初
霜
ゃ
く
だ
ち
初
め
た
る
芋
の
茎

棚

野

幸

山

美

好

山
門
の
木
目
あ
ら
わ
に
冬
に
入
る

生

名

柳

田

末

子

社
会
総
合
大
学

日
向
.
ほ
こ
移
ろ
う
日
射
し
追
い
乍

ら

生

名

倉

橋

紅

梅

砂
学
習
自
の
お
知
ら
せ
。

血
縁
も
逢
わ
ね
ば
遠
し
冬
の
雷

生
一
名
丸
山
香
月

日
向
ぼ
こ
一
人
加
わ
り
一
人
去
ぬ

習
字
学
級

2
月
8
日
(
金
)

生

名

竹

林

白

揚

2
月
幻
日
(
金
)

立
ち
昇
る
煙
員
す
ぐ
冬
に
入
る

駆
足
の
師
走
を
よ
そ
に
柚
湯
か
な

時
間

午
後 
7
時 

午
後 
9
時

生

名

滝

口

松

月

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

寒
梅
の
紅
き
つ
ぼ
み
の
ま
だ
固
し

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

嫁
ぐ
娘
の
丁
度
小
春
日
授
か
り
し

暴

語

学

級

2
月
7
日
(
木
) 

沼

江

駒

津

光

洋

2
月
口
日
(
日
)

大
根
引
く
老
の
力
を
振
り
し
ぼ
り

時
間

午
後 
7
時
泊
分 

午
後 

ク
リ
ス
マ
ス
ケ 
l
キ
杷
ら
れ
野
の

9
時
却
分

俳

沼

江

斎

藤

重

子

探
梅
や
日
射
し
ず
か
な
小
路
ゆ
く

大
霜
や
病
め
る
窓
辺
の
一
し
ず
く

坂

本

柳

沢

元

枝

若
葉
摘
む
腰
に
吊
せ
し
ミ
ニ
ラ
ジ

オ書
初
の
写
経
に
心
空
に
し
て

横

瀬

稼

勢

銀

星

J

J

出は詠せすま でま 先送り

つの'!R. 町 E
ふ は 漢ーでf	 」

いさ 代交 。 さ柳|ごと す キ

。の んで

三重

2
月
初
日

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

短
歌
学
級

3
月 
9
日
(
土
)

時
間

午
後 
1
時
か
ら

題

「
駅
(
え
き
)
」

出
詠
締
切
日 

ビームライフル講習会 |文化協会事能発表全|
Oあ芯たも撃ってみませんか? 

恒例の芸能発表会をつぎのとおり開催いた

します。

お誘い合わせ多数ご観覧下さい。 

Oと き	 3月2日(土)

午後 7時開演

Oとニろ	 農村環境改善センタ一大ホール 

今月は，

福祉センタ  -3階において練習コーナーを ?と三多勿奏、も勺
設けていますので，講習会の日でなくても教育
委員会までご連絡し、ただければ練習できます。

2月 2日出 13時~21時 

2月16日出  13時~21時
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ホ
ー
ム
へ
ル
パ

(
家
庭
奉
仕
員
)

l

l

l

6)(1

、‘ー

⑨⑧⑨⑩ 

採
用
募
集
に
つ
い
て

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
の
、

ホ 

ム
ヘ
ル
パ 

一
名
増
員
に

よ
る
、
新
規
採
用
者
の
募
集
を

行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

二
月
十
五
日
ま
で
に
、
履
歴
書

持
参
の
う
え
、
町
役
場
住
居
福

祉
課
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
町
内
在
住
で
、
四
十

五
歳
ま
で
の
女
性
に
限
り
ま
す
。

今月の健康行事 (不明な点は環境衛生課保健婦におたずねください)

日 曜 内 -'i1ヨ~ 対 象 者 時 問 場 所 持参するもの他� 

8 金� 1歳� 6か月児健康診査�  
H元� 6 .1 -8 .31 

までに生まれた子� 
13:30-14:00 !勝浦病院 母子手帳，問診諜

13 7)< 健康相談と栄養教室 一般の方�  9:30-1l:30 坂本集会所 健康;手帳� 

13 7)< 健康相談と栄養教室 一 般の�  13:30-15:00 与川内集会所 健康手帳� 

14 木 健康相談と栄養教室 一般の方�  9:30-1l:30 任ト谷集会所 健康手帳� 

14 木 健康相談と栄養教室 一般の方�  13:30-15:00 今 山 公 会 堂 健康手帳� 

20 7)< 健康相 談と栄養教室 一 般の方�  9:30-11:30 農村婦人の家 健康手l阪� 

20 オく 健康相談と栄養教室 一般 の方�  9:30-1l:30 中山公会堂 健康子l帳� 

20 7)< 健康相談と栄養教室 一 般の 方�  13:30-15:00 111司~，}集会所 健康手帳� 

20 水 健康相談と栄養教室 一 般の 方�  13:30-15:00 生名センター 健康手帳� 

22 金 事L 児 健 康 診 査� 
H 2 .8 .1 -12.31 

までに生まれた子� 
13:30-14:30 勝浦病院 母子手帳

25 月 健康相 談と栄養教室 一 般の方�  9:30-11:30 久国集会所 健康手帳� 

25 月 健康相談と栄養教室 一 般の方�  13:30-15:00 横瀬集会所 健康手帳� 

27 7)< 健 康 相 談 一 般の 方�  10:00-]] :00 !勝浦会館 健康手帳

27 7)< 
百日産，ジフテリア，破傷風� 

三 種混合予防接種�  

2 -4歳未満� 
1期・・・� 1か月毎に� 3回� 

楼H!� 
2期・・・1WI終了後12-
18か月後に� l回接種� 

13:30-14:30 
f災村環境改善� 

センター�  
問診禁.母子手l阪

28 オミ 健康相 談と栄養教室 一般の方�  13:30-15:00 星谷集会所 健康手帳

2月定例心配ごと相談� 

日 時 2月8日(金)・� 2月22日憧)

午前10時~午後 3時
同相

内 台 人権・行政・厚生・福祉

場 所 住民福祉センター� 2階

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。)

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
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成
人

食寧 :

こ
の
た
ひ
厚
生
省
か
ら
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
エ
寝
担
割
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
い
、
具
体
的
な
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

生唾  ;
4;Z活

指め
。〉

針

川
い
ろ
い
ろ
食
べ
て

成
人
病
予
防
�
 

-
主
食
・

主
菜

・
副
菜
を
そ
ろ
え

目
標
は
、

一
日
三
十
食
品

・
い
ろ
い
ろ
食
べ
て
も
、
食
べ
す

ぎ
な
い
よ
う
に

∞
日
常
生
活
は

食
事
と
運
動
の
バ
ラ
ン
ス
で

-
食
事
は
い
つ
も
腹
八
分
目

-
運
動
十
分
で
食
事
を
楽
し
も
う

側
減
塩
で

高
血
圧
と
胃
が
ん
予
防
�
 

-
塩
か
ら
い
食
品
を
避
け
、
合
藍

摂
取
は
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下

-
調塩
理
の
工
夫
で
、
無
理
な
く
減

何
脂
肪
を
減
ら
し
て

心
臓
病
予
防
�
 

-
脂
肪
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
摂
取

を
控
え
め
に

-
動
物
性
脂
肪
、
植
物
油
、
魚
油

を
バ
ラ
ン
ス
良
く

同
生
野
菜
、

緑
黄
色
野
菜
で
が
ん
予
防
�
 

-
生
野
菜
、
緑
黄
色
野
菜
を
毎
食

の
食
卓
に

制
食
物
繊
維
で
便
秘
、

大
腸
が
ん
を
予
防
�
 

間

カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
と
っ
て

魚・肉・卵・ 第2群 第3群 緑黄色野菜s 大豆製自 
牛乳・乳製昂・

骨ごと食べられる魚

つ 4鰐 多m自 3畿管多

の 主とし てカロチ ンの供

給源

主としてカルシウムの

供給源

第5群 米.nン・ 第 6群 油脂
めん類・いも食

筒
国
  

-
野
菜
、
海
草
を
た

っ
ぷ
り
と

つ
く
り
�
 

-
骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防
は
青
壮

-
カ
ル
シ
ウ
ム
に
富
む
牛
乳
、

-

e

丈
夫
な
骨
�
 

ov
晶

年
期
か
ら

魚
、
海
草
を

川
甘
い
物
は

ほ
ど
ほ
ど
に

糖
分
を
控
え
て
肥
満
を
予
防

側
禁
煙
、
節
酒
で

のは
長百
ア害
ル あ
コつ  
l て

• •方百し喫
第薬煙

健
康
長
寿

もノレ

もー
飲利
みな

韓 主として脂肪性エネル

ギーの供給源

主として糖質性エネル

ギーの供給源

-2 月 1 日 ~7 日 成人病予防週間一 

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
保健婦だより
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HE

宇
目
立
川

大
字
沼
江 

「

字
天
川

大
手
三
議

字
日
浦

大
字
三
漢

字
市
ノ
江

字
中
村

大
字
沼
江

字
山
回

¥』〆 

善 平

夜間救急当番表	 家庭婦人バレーボール教室
2月� 2日 勝 浦 病 院� 2 -2 555 

4日 赤 モL.lヨJ 医 院� 2-2006 

6日 勝 浦 病 院� 2 -2 5 5 5 

8日 上 勝 ロ王子:;/ 療 所� 6-0302 

⑪日 勝 浦 病 院� 2 -2 5 5 5 

12日 山 西 医 院� 2 -3 0 2 7 

14日 勝 浦 病 院� 2 -2 5 5 5 

16日� 5モ5ヨ 浅 医 院� 2-2003 

18日 勝 浦 病 院� 2-2555 

20日 赤 岩 医 院� 2-2006 

22日 勝 浦 病 院� 2-2555 

@日 上 勝� ð~ 療 所� 6-0302 

26日 勝 浦 病 院� 2-2555 

28日 山 酉 医 院� 2-3027 

-v
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日日日日日日日日日日日日日日目
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習
字
教
室

藤

教

室

生
花
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

着
付
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

習
字
教
室

藤

教

室

着
付
教
室

生
花
教
室

手
芸
教
室

藤

教

室

踊
り
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。

(
手
芸
・
藤
教
室
は

七
時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は

七
時
同
講
)
時
聞
に
遅
れ
な
い
よ

う
と
参
加
下
さ
い
。

育
児
講
習
会
の
開
催 

ご
結
婚
お
め
で
と
う 

戸
籍
の
窓

刊
は
月
間
日 

1
1
月
刊
日 

(徴廊崎〉

「
大
字
沼
江
字
車
ノ
ロ

/

徳

島

市

ゃ
あ
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
中
角
字
平
山

花

岡

丈

市

(

位

歳

)

(ω 。七明哩	 @道長ぺ 千華
@。@震塁


お
誕
生
お
め
で
と
う

及び審判講習会の案内� 

2月3日(日) バレーボール教室�  

2月10日(目) 審判講習会�  

2月17日(日) バレーボール教室�  

2月24日(日) 審判講習会

・時間	 午後8時から

・場所	 勤労者体育館�  
(24日(日)は横瀬小体育館)� 

J

忠
幸 

長
女

み
ど
り
」

洋

大
字
棚
軒
目
寛

子平 大子

仁
志 
J

実
千
枝
」

二
男惰

大

字

沼

江

字

夫

婦

松

尾

花

金

蔵 

歳

)

大
字
三
議
字
国
出
湖
鶴
居
タ
カ
ノ
(
川
四
歳
)

大
字
坂
本

2
2
東

燦

キ

シ

ノ 

歳
)

(
M
m

大

字

生

名

字

石

屋

岩

本

修

(

位

歳

)

大

字

星

谷

竿

宮

原

岡

林

平

(

剖

歳

)

大
字
久
国
字
馬
場
信
政
フ
サ
ヱ
(
槌
歳
)

山

田

芳

嗣 

長
男

J

博

美

」

純

文
彦 
J

長
女

憲
子
」
晃

J

良
宏 

長
男

坂
部

大

字

三

添

東吉
岡

久
美
」

洋

道
也 
J

勝
代
」

長
男広

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ロ
月
刊
日

1
1
月
刊
日

掛
ゆ


以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

0
と
こ
ろ

島
将
環
境
改
善
セ

勝
幸
さ
ん
(
山
西
)

義
弘
さ
ん
(
中
角
)

勝
き
ん
(
横
瀬
)

名

(

横

瀬

)

O
講

師

東
京
都
杉
並
区

名

(

中

山

)

児
童
租
談
員
野
村
律
先
生

O 
と� 

き

2
月
比
日
(
木
)

午
前
日
時

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ソ
タ 
l 

平日 午後6時から翌朝9時ぎで
休日 午後ア時から翌朝9時まで
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